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在
田
郡
石
垣
鳥
屋
城
廣
髙
城
宮
原
岩
室
城
之
事

和
尚
は
基
國

此

抑
此
之
城
は
畠
山
右
衛
門
督
基
國
公
の
築
た
る
城
也

御
縄
張
は
南
禅
寺
大
業
和
尚
也
御
兄
君
な
り

本
城
は
御
代
々
河
内
國
高
尾
の
城
主
也

河
内
半
國
之
畠
山

半
國
は
三
好
筑
前
守
義
經
若
江
之

？
屋

城
主
也

故
互
に
白
眼
合
て
戦
絶
ず

殊
に
其
時
は
松
永
弾
正
秀
織
田
信
長
等
の
大
敵
常
に
互
に

心
掛
け
打
取
ン
と
計
る
意
恐
敷
時
節
也

其
頃
畠
山
の
領
地
ハ
大
和

河
内

山
城

能
登

越
中

五

ヶ
國
を
領
し
た
り
尤
も
大
名
也

尓
る
ニ
高
屋
城
を
三
好
筑
前
守
ニ
押
領
せ
ら
れ
し
故
紀
州
に
在
城

し
玉
ふ
也

湯
浅
権
之
守
之
事

是
ハ
畠
山
よ
り
時
代

茲
に
湯
浅
権
ノ
守
と
云
小
名
有

頃
は
人
皇
七
十
六
代
近
衛
院
之
御
宇
天
養
ヵ
久
安

年

遙
か
に
古
し

中
ノ
頃
と
見
へ
ら
れ
里

其
時
ハ
湯
浅
を
岩
佐
と
書
た
り

後
に
湯
浅
と
改
む

其
故
ハ
権
ノ
守
宗

重
癩
病
を
煩
ふ
依
を
高
野
山
慈
尊
院
の
本
尊
弘
法
大
師
一
刀
三
礼
の
靈
像
ニ
祈
誓
を
籠
め
て
三
七

籠
里
断
食
し
た
れ
は
夢
に
告
玉
へ
り

日
高
郡
の
谷
に
竜
神
て
温
泉
之
地
有
極
め
て
熱
湯
也

是
ニ

冷
水
を
以
て
淺
う
し
て
浴
し
け
れ
ば
病
忽
ち
可
癒
と
明
ニ
告
を
承
里
た
れ
ば

権
之
守
難
有
□
尋

？

ね
求
浴
し
け
れ
ば
忽
病
癒
ぬ

此
事
隠
れ
な
て
れ
ば
諸
人
浴
し
て
諸
病
癒
え
た
り

然
る
折
節
後

白
河
ノ
法
皇
熊
野
御
幸
の
御
時
天
聽
に
達
し
け
れ
ば

上
皇
日
比
湿
耶
の
御
腦
在
し
け
れ
ば

此

龍
神
へ
御
幸
有
浴
し
玉
へ
ば
御
腦
全
快
在
し
け
れ
は

御
喜
有
て
然
湯
へ
冷
水
を
交
へ
浅
く
す
る
と



告
玉
ふ

依
謂
已
後
は
岩
佐
を
湯
淺
と
改
扁
し
と
改
諚
に

依
て
湯
浅
権
之
守
と
名
乗
り
夫
よ
り

湯
浅
と
書
也

凡
時
代
は
天
養
元
年
の
比
な
れ
ば
今
畠
山
は
應
永
七
年
廣
城
を
築
く
と
あ
れ
ば

畠
山
凡
ソ
二
百
七
十
年
後
也

此
権
ノ
守
初
メ
は
當
所
此
の
方
巣
原
領
に
居
た
里
（
今
栖
原
之
事

也
）
後
に
は
山
田
村
之
川
向
ニ
城
を
築
き
居
城
と
せ
り
平
野
城
と
云
也

湯
浅
顕
國
明
神
廣
八
幡
宮

も
此
人
の
勧
請
也

此
人
神
仏
に
信
仰
の
人
也

明
恵
上
人
は
此
人
の
孫
也

明
恵
上
人
之
父
は

高
倉
院
之
武
者
所
平
ノ
重
國
と
云
人
也

母
は
権
ノ
守
の
八
番
目
の
女
な
り

権
之
守
京
都
六
角

堂
に
詣
し
男
子
を
祈
る

或
寝
夢
に
人
来
て
金
顆
与
ふ
と
思
て
夢
覚
む

夫
よ
り
女
孕
め
り

縁

カ
ウ

有
て
承
安
三
年
正
月
八
日
石
垣
東
吉
原
村
に
て

今
に
観
喜
寺
村

誕
生
為

此
上
人
真
言
宗
に
て
栖
原
村
に
施
無
畏
寺
星
尾
ニ
神
光
寺
在
田
八
ヶ
所
建
立

し

と
申
十
塚
あ
り

て
大
徳
の
上
人
也

父
権
之
守
之
助
力
な
ら
ん

其
遙
の
後
應
永
年
中
に
畠
山
殿
紀
刕
領
し
玉
ふ
に
依
て
御
家
人
と
成
り
湯
浅
七
郎
兵
衞
宗
光
と
号

し
仕
へ
け
る
に

畠
山
殿
没
落
し
後
鎌
倉
殿
へ
降
参
し
て
相
刕
下
里
一
門
不
残

引
越
た
り
と
云
々

レ

畠
山
氏
没
落
の
後
は
山
田
平
野
の
城
を
開
浪
人
と
な
り
湯
浅
の
濱
今
の
鍛
冶
屋
町
の
北
東
側
に

昔
の
路
次

長
田
崎
山
氏
の
系
圖
に
湯
浅

ぎ
門
の
跡
と
云
所
有
湯
浅
殿
の
屋
敷
と
い
ふ
當
所
に
縁
類
の
人
是
な
し権ノ
守
縁
有
と
云
々

畠
山
基
國
公
紀
刕
泉
州
を
領
地
に
給
ふ
事



此
時
の
天
下
は
京
都
将
軍
鹿
苑
院
大
政
大
臣
公
方
義
満
公
と
申
奉
る

干
時
明
徳
年
中
比
大
内
左

京
太
夫
義
弘
と
い
ふ
大
々
名
有

周
防
長
門
石
州
豊
前
四
國
を

□

た
る
上
ニ
又
此
度
紀
州
泉
州
を

領
し
？

給
て
六
ヶ
國
之
大
守
た
里

然
る
ニ
此
義
弘
殿
大
ニ
奢
を
極
め
館
を
禁
裏
の
体
に
移
し
居
所
を
御
所

な
ど
ニ
移
し

自
然
と
公
儀
の
厳
命
を
も
等
閑
に
せ
ら
れ
け
れ
バ

将
軍
公
方
の
御
咎
に
依
て
義
弘

を
討
た
ん
と
総
大
将
を
畠
山
基
國
公
に
仰
せ
付
け
ら
れ
た
里

基
國
公
大
軍
を
引
率
し
て
泉
刕
に
出
陣
し
て
戦
は
終
り

義
弘
公
を
討
れ
け
ば
御
褒
美
と
し
て
紀

刕
泉
刕
を
下
さ
れ
た
り

元
来
畠
山
の
領
地
は
河
内
半
國
大
和
山
城
能
登
越
中
と
五
ヶ
國
の
領
主

と
な
る

大
野
城
と
云
は
藤
代
辺
に
ア
ッ
タ
の
で
は
な
い
か
考
ふ
べ
し
（
宇
井
）

に
又
紀
泉
両
國
被
下
た
れ
ば
七
ヶ
國
の
大
主
也

依
っ
て
畠
山
基
國
公
は
泉
州
大
野
之
城
へ
入
部
ト

成
た
里

夫
よ
り
紀
州
在
田
之
内
に
て
能
き
土
地
を
見
立
城
を
築
度
と
思
召
て
有
田
石
垣
ノ
鳥
屋

城
を
築
玉
ふ

夫
よ
り
廣
村
之
東
山
に
本
城
を
築
き
玉
ふ

此
城
を
高
城
と
名
付
る

鳥
屋
城
に

は
畠
山
左
衛
門
尉
七
郎
高
國
を
守
ら
せ
自
身
は
廣
高
城
に
居
玉
ふ
又
宮
原
岩
室
之
城
有
隠
居
城
と

し
玉
ふ

○
廣
高
城
は
平

東
西
は
名
島
村

表
御
門
本
丸
ハ
西
也

次
ニ
二
ノ
丸
又
三
ノ
丸
あ
り

○
御
天
守
南
北
十
五
間

東
西
十
三
間

南
表
七
間
四
方

東
表
七
間
ニ
六
間

○
二
ノ
臺

○

北
表
十
二
間
ニ
六
間

西
表
五
間
ニ
四
間

南
七
間
ニ
四
間

西
八
間
ニ
五
間

○
三
ノ
臺

○



北
十
四
間
ニ
十
一
間

南
十
間
ニ
五
間

西
八
間
ニ
三
間

○
四
ノ
臺

○

北
十
八
間
ニ
七
間

南
十
四
間
ニ
十
間

○
五
ノ
臺

○
御
本
丸
ト
云
之
丸
也
之
間
五
十
間
ニ
北
九
間

○
二
ノ
丸

切
岸
弐
間
深
サ
モ
二
間

○
東
切
岸

十
九
間
半
ニ
八
間

○
西
十
二
間
ニ
六
間

此
外
平
地
道
筋
多
く
有
ニ
て
候

此
時
節
は
日
本
戦
國
に
て
騒
動
の
時
也

大
名
一
時
ニ
休
よ
る
思
の
な
き
相
柄
也

先
畠
山
を
ね

ら
ふ

信
長
ノ
弟
ニ
安
房
守
と
云
う
あ
り
其
娘
を
我
妹
と
し
て
畠

山

は
三
好
筑
前
守
松
永
弾
正
久
秀
織
田
上
総
之
助
信
長
高
政
公
へ
御
縁
組
あ
り
大
野
の
城
に
御
輿
入
あ
り
と
い
へ
ど

も

も
皆
計
略
と
終
ニ
信
長
の
為
ニ
て
亡
さ
る

三
ツ
松
殿
是
を
先
ニ
悟
り
玉
ヘ
リ

又
日
高
郡
に
は
湯
川
直
春
丸
山
ニ
城
を
守
る

鬼
ヶ
城
に
は
浅
山
城
ノ
守
南
部
ニ
ハ
高
田
城
主
野
邊
弾
正
ノ
忠
と
云
う
あ
り
其
外
八
庄
司
之
者
有

是
用
害
ニ
在
田
ニ
城
を
厳
重
に
築
た
り
と
也

文
安
四
年
凶
徒
横
行
し
て
下
ニ
難
義
ニ
及
候
故
ニ
京
都
公
方
へ
達
し
け
れ
ば
退
治
し
為
ニ

宇
都
宮



信
濃
守
宝
厳
入
道
二
千
餘
騎
に
て
八
鬼
山
ニ
陣
す

毎
日
凶
徒
を
尋
さ
が
せ
共
毎
年
案
内
を
知
り

た
る
者
な
れ
ば
尋
ね
ず

四
月
十
三
日
俄
に
軍
を
な
し
宇
都
宮
を
四
方
よ
り
取
巻
き
責
取
る

故

に
宇
都

入

宮
敗
走
し
て
若
山
へ
引
粉
川
に
陣
を
取
る

十
八
日
間
迷
京
都
へ
注
進
し
け
れ
ば
畠
山
二
代
持
國
公道

し
て
徳
本

早
速
ニ
京
都
を
立
て
其
日
は
泉
刕
堺
迄
御
着
ニ
事

三
千
五
百
騎
之
勢
を
以
て
廿
一
日
堺

をと
号
す

立
て
宇
治
井
田
山
に
戦

敵
十
六
人
を
召
捕
へ
首
打
取
る
事
十
二
人
也

勝
時
を
あ
げ
て
其
日
宇

（
鬨
）

治
井
田
に
陣
を
居
へ
徳
本
公
御
喜
限
り
な
く
廿
二
日
直
に
又
入
鬼
山
の
凶
徒
を
討
取
ら
ん
と
三
千

五
百
の
勢
を
以
て
御
戦
ノ
事
有
っ
て
首
を
取
る
事
百
七
拾
首
也

斯
て
廿
三
日
吉
川
刑
部
丞
加
蚊

川
の
館
ニ
御
泊
り
て
廿
五
日
紀
刕
鳥
屋
ノ
城
ニ
入
玉
ふ

此
度
の
凶
徒
の
帳
本
は
橋
本
八
郎

飯
川

十
郎

田
子
六
郎
左
衛
門
某
首
討
取
り
さ
ら
す
と
也

是
皆
武
士
の
浪
人
也

河
内
古
市
本
城
高
尾
ノ
城
を
取
ら
れ
る
事

畠
山
政
長
公
河
内
渋
川
正
覚
寺
の
合
戦
に
敵
将
細
川
政
元
義
豊
の
為
に
本
城
高
尾
の
城
を
取
ら
る

此
ト
山
と
申
す
は
政
長
公
の
子
息
尚
慶

公

政
長
公
生
害
し
玉
ふ

ト
山
公
は
落
玉
ひ
て
紀
州
廣
城
江
引
き
玉
ふと
申
す
入
道
し
て
ト
山
と
号
す
大
名
將
也

七
回
忌
ナ
ル
ベ
シ（
宇
井）

此
尚
慶
ト
山
ハ
明
應
八
年
に
御
父
政
長
公
の
十
七
回
忌
に
當
て
御
訪
之
為
ニ
大
軍
を
引
率
し
て
河
内

（
吊
）



ノ
國
に
打
出
て
御
敵
総
刕
義
豊
を
討
古
市
高
尾
之
城
を
取
返
し
玉
ふ

夫
よ
り
ト
山
の
御
子
勘
解

由
尚

尚
長
ハ
植
長
ト
同
ジ
人
ナ
ラ
ン
（
宇
井
）

長
公
を
高
尾
の
城
に
守
ら
せ

御
自
身
は
廣
城
へ
隠
居
し
玉
ふ

御
在
城
四
十
一
年
也

松
長
弾
正
高
尾
之
城
を
取
ら
ん
と
押
し
寄
ス
る
事

コ
ノ
年
代
ニ
間
違
ア
ル
カ

天
正
と

元
亀
四
年

松
長
久
秀
三
千
餘
騎
に
て
河
内
高
尾
畠
山
の
城
を
取
ら
ん
と
す

畠
山
高
政
公

匹

改
元

夫
松
長
を
蹴
散
ら
さ
ん
と
先
陣
に
は
岡
左
衛
門
尉
周
防
之
助
二
陣
神
保
山
城
守
四
千
六
十
騎
交
野

之
城
よ
り
打
て
出
戦
け
る
に

松
長
の
危
に
望
み
三
田
并
ニ
角
田
討
死
し
け
れ
ば

殊
兵
皆
散
々
に

（
臨
）

引
取
け
る
を
追
討
し
て
首
取
る
事
百
十
也

安
見

年
に
打
取
る
首
と
都
て
四
百
五
十
首
也

味

ゲ

方
を
五
十
七
騎
討
ら
る

高
政
公
交
野
の
城
に
入
ら
せ
ら
れ
士
卒
夫

ニ

勤

功
を
賞
し
玉
ひ
八

く
（
勲
？
）

日
紀
州
に
引
せ
ら
る

三
好
筑
前
守
弟
実
休
齋
畠
山
を
討
た
ん
と
す
る
事

三
好
長
慶
の
弟
入
道
実
休
齋
岸
和
田
之
城
を
造
作
し
て
大
軍
を
籠
望
自
身
は
堺
の
浦
ニ
陣
を
取
る

此
様
子
を
畠
山
の
泉
河
内
の
御
陣
よ
り
頻
り
ニ
注
進
有
る
れ
ば

高
政
公
今
度
は
大
切
な
る
軍

な
り
と

泉
州

大
軍
を
以
て
三
好
を
討
取
ら
ん
と
集
め
玉
ふ

軍
勢
都
て
二
万
千
四
百
騎
大
野
の
城
へ
群
集
す

ニ

大
野



畠
山
大
野
城
に
は
植
佐
勘
解
由
ニ
与
力
等
を
付
残
し
廿
八
日
勢
揃
ひ
廿
九
日
御
立
有
て
卯
の
刻
よ

り
矢
合
な
り

三
好
を
後
詰
と
し
て
堺
之
浦
よ
り
打
出
る

篠
原
右
京
之
進
長
房

三
好
筑
前
守

一
万
六
千
余
騎
泉
刕
久
米
田
に
陣
を
取
る

岸
和
田
の
勢
は
此
内
を
分
ル

終
ニ
乱
軍
と
成
大
正

実
休
齋
ハ
根
来
左
京
虎
友
に
討
た
里

都
て
首
を
取
る
こ
と
凡
二
千
余
り
味
方
も
二
百
餘
討
ら
る

畠
山
高
政
公
ハ
大
ニ
利
運
を
喜
び
各
士
卒
に
勤
功
を
報
じ
御
褒
美
感
状
被
ら
紀
州
へ
引
取
玉
ふ

日
髙
丸
山
城
主
湯
川
光
春
城
退
去
の
事

日
高
郡
丸
山
の
城
主
湯
川
刑
部
太
夫
光
春
此
人
ハ
畠
山
よ
り
前
に
在
り
し
城
主
な
れ
共
畠
山
紀
州

を

光
春
ト
ア
ル
ハ
直
光
ノ
コ
ト
カ
或
ハ
其
父
カ
再
考
ヲ
要
ス（
宇
井
）

此
湯
川
光
春
は
ト
山
公
の
三
男
和
泉
守
殿
の
聟
也

光
春
の
父
は

畠
山
宮
内

領
し
玉
ふ
に
依
て
自
ら
宗
臣
と
成

此

光

の
輔
也

湯
川
政
春
の
養
子
也

然
れ
ば
ト
山
こ
う
の
重
縁
の
人
也

春
不
行
跡
に
て
國
政
に
相
背
き
事
多
か
り
け
れ
ば
ト
山
公
よ
り
城
退
去
の
儀
申
付
た
り

依
之

浅
野
左
衛
門
を
田
辺
の
城
主
と
せ
る
は
年
代
が
違
う
或
は
目
良
淡
路
守
ノ
事
か
（
宇
井
）

光
春
城
を
立
除
き
一
族
田
邊
の
城
主
浅
野
左
衛
門
祐

南
部
高
田
の
城
主
野
辺
六
郎
左
衛
門

上
野

（
退
）

ノ
城
主
湯
川
兵
部
等
是
等
ハ
皆
一
族
な
れ
ば
此
辺
へ
退
き
時
節
を
得
て
怨
を
報
ぜ
ん
と
討
る

湯
川
光
春
廣
城
を
焼
討
に
す
る
事

畠
山
幕
下
の
稙
佐

扨
湯
川
光
春
は
一
族
を
か
た
ら
ひ
各
密
謀
を
め
ぐ
ら
し
稙
佐
河
内
守
長
政

を
大
将

と
し

ト
ハ
別
人
也



て
廣
高
城
を
亡
さ
ん
と
城
内
へ
忍
し
者
を
遣
し
火
を
掛
け
ん
と
し
又
通
ふ
道
筋
に
は
伏
勢
を
所
々
に

埋
め
置
時
を
計
り
て
鯨
波
を
上
て
打
て
掛
ん

城
内
に
は
何
の
心
得
も
な
く
寝
耳
に
水
の
軍
な
れ

ぞ
大
に
仰
天
し
周
寄
騒
き
戦
ん
と
す
る
に
寄
手
城
に
火
を
付
る
に
濱
風
頻
り
に
吹
立
け
れ
ば
一
時

に
煙
上
る

卜
山
公
も
是
程
な
く
船
を
仕
立
て
淡
州
へ
落
玉
ひ
洲
本
之
光
明
寺
ニ
入
ら
せ
ら
れ
仮

？

館
と
し
玉
ふ
に
相
営
病
柔
ら
に
床
結
ひ
彼
地
に
て
御
逝
去
し
玉
ふ
御
年
五
十
九
才
也

御
嫡
子
弥
三
郎
稙
長
公

尚
長
公
ハ
相
落
河
内
高
尾
城
ニ
在
ス

注
進
を
聞
よ
り
一
時
に
掛
付
け
玉

ひ
一
揆
退
治
致
し
敵
を
詮
議
し
玉
ふ
に

湯
川
の
下
司
中
村
三
郎
兵
衞

木
下
小
次
郎
は
逐
電
し
荊

木
七
郎
左
衛
門
を
召
捕
へ
議
戮
す

此
営
三
好
軍
事
多
け
れ
ば
急
ぎ
御
本
陣
河
内
河
内
高
尾
の
城

へ
帰
り
玉
ふ

廣
城
は
焼
失
て
空
城
と
成
れ
共
鳥
屋
城

岩
室
城
ハ
無
難
也

其
後
天
正
五
年
織
田
信
忠
の
為
に
畠
山
亡
る
依
之
湯
川
家
難
を
遁
る
と
雖
も

太
閤
よ
り
和
義
の

（
議
）

会
合
相
調
去
年
熊
野
へ
落
ら
れ
候
へ
共
旧
領
無
相
違
旨
和
義
を
以
て
饗
應
せ
ん

大
和
郡
山
へ
召
れ

大
和

太
閤
ノ

湯
川
九
郎
直
澄
も

秀
長

取
持
に
て
毒
殺
せ
ら
る

法
名
光
岩
淨
照
大
襌
定
門
子
息
丹
波
守
浪
人

臣
下

同
時
に
毒
害
せ
ら
る

と成
る

畠
山
三
ッ
松
公
戦
死
の
こ
と

畠
山
家
断
絶
此
時
也

コ
ノ
項
実
際
ト
ハ
考
ヘ
ラ
レ
ズ



三
ッ
松
感
心
齋
と
申
す
は
義
宣
公
の
御
事
也

前
ノ
城
主
稙
長
公
の
実
子
也

卜
山
公
の
御
孫
な

り

泉
州
三
ッ
松
城
に
居
玉
ふ
故
ニ
三
ッ
松
殿
と
申
す
也

天
正
五
年
十
月
畠
山
昭
宣
公
并
ニ
三
ッ

松
殿
信
長
と
親
を
絶
つ

是
は
一
旦
信
長
よ
り
娘
を
畠
山
へ
遣
し
聟
と
な
し
た
れ
ど
も
是
信
長
公
の

謀
略
と
悟
る
故
也

片
岡
弥
太
郎
是
を
謀
と
雖
も
心
に
决
し
ぬ
と
仰
ら
れ
候
故
弥
太
郎
も
同
心
し

て
葛
木
城
ニ
楯
籠
る

案
之
如
く
十
月
朔
日
織
田
の
三
男
信
忠

長
岡
兵
部
太
夫
ト
藤
孝

同
与
市

良
忠
輿

丹
羽
勤
助

筒
井
明
慶
等
差
向
ら
る

一
番
乗
は
長
岡
為
市
郎
大
軍
を
引
率
し
て
打
出

る

畠
山
城
内
に
は
鉄
炮
と
打
掛
け
ニ
花
火
を
散
し
て
戦
け
る
に
城
方
利
運
を
失
ひ
百
五
六
十
人
も

討
死
に
す

寄
手
も
七
十
人
許
り
討
死
に
す

依
之
畠
山
方
片
岡
弥
太
郎
降
参
し
た
れ
ば
人
数
多

き
に
離
散
す

三
ッ
松
殿
大
き
に
怒
り
玉
ひ
我
れ
爰
を
堅
め
離
散
を
討
る
に
甲
斐
な
き
士
卒
の
至

か
な
我
今
思
の
ま
ゝ
に
討
死
に
せ
ん
と
鬼
神
の
如
く
荒
立
玉
ひ
龍
頭
の
甲
に
紺
唐
綾
の
錣
の
鎧
を
着

し
て
栗
毛
の
馬
に
打
乗
玉
ひ
大
軍
の
中
に
馳
出
鬼
神
の
如
く
変
化
し
て
左
右
を
切
て
戦
ひ
給
ふ

敵

は
大
軍
入
替

戦
ふ
事
な
れ
ぞ
終
に
勢
尽
玉
ひ
討
死
し
玉
ふ

續
い
て
昭
宣
公
討
死
し
玉
ひ
け

く

れ
ば
太
田
太
郎

岡
半
右
衛
門

方
中
丹
後
守

片
岡
弥
助
等
皆
一
黨
に
討
死
す

茲
に
於
て
村
岡

彦
五
郎
三
ッ
松
殿
の
御
首
を
取
る

坂
本
源
八
昭
宣
公
の
御
首
を
取

此
両
人
没
落
の
晩
よ
り
心

身
惱
み
終
ニ
七
日
ニ
し
て
死
す

依
之
て
三
ッ
松
公
昭
宣
公
の
御
首
敵
方
よ
り
片
岡
弥
太
郎
へ
返
し

け
れ
ば
葛
木
城
の
麓
に
葬
る

干
時
三
宅
右
衛
門
尉
武
影
と
云
人
有

三
ッ
松
公
と
兼
て
死
を
一
つ
に
せ
ん
と
誓
約
し
け
け
ば
此
度

の
軍
に
遅
参
せ
し
こ
と
を
悔
み

一
族
廿
八
人
旗
を
押
立
片
岡
に
馳
来
た
り
て
三
ッ
松
殿
の
墓
の
前



に
て
一
列
に
切
腹
せ
り

是
武
士
の
み
さ
ほ
い
さ
き
よ
ぎ
よ
き
事
共
也

片
岡
弥
太
郎
は
葛
木
城
に

帰
り
居
る
に
毎
夜
光
り
物
東
南
に
あ
ら
は
れ
墓
所
時
々
鳴
り
動
く
此
光
を
見
る
者
ハ
病
を
患
ふ

弥
太
郎
が
馬
七
足
し
て
倒
れ
死
す

弥
太
郎
大
き
に
恐
れ
永
福
寺
の
奥
の
坊
を
請
じ
卜
せ
し
む
る

に
戦
亡
の
祟
り
也
と
い
ふ

夫
よ
り
宮
を
立
て
三
ッ
松
八
幡
宮
と
崇
め
御
殿
七
社
勧
請
し
て
郷
中
是

を
祭
り
を
里

弥
太
郎
も
茲
に
居
城
す
る
も
恐
有
と
山
の
上
ニ
城
を
築
と
な
ん

石
垣

鳥
屋
の
城
は
初
め
畠
山
七
郎
左
門
衛
居
た
り

守
護
は
神
保
式
部
山
城
守
或
時
は
畠
山
左

馬
ノ
助
定
綱
或
時
は
畠
山
伊
豫
守
な
里

落
城
の
時
ハ
神
保
式
部
少
輔
春
茂
味
方
も
多
く
降
参
し

て
大

天
正
十
三
年
ナ
ル
ベ
シ

和
に
落
行
天
正
三
年
三
月
の
事
な
り

後
に
家
康
公
の
御
家
人
と
成
七
千
石
玉
ふ

現
今
に
徳
川

将
軍
の
旗
本
也

宮
原
岩
室
城
は
畠
山
左
衛
門
尤
只
光
公
守
の
居
り
た
り
此
二
ヶ
城
ハ
三
ッ
松
討
死
の
後
残
り
居
た
れ

ど
も
遙
に
後
太
閤
の
討
手
に
負
て
落
城
し
け
る
と
見
ゆ

右
畠
山
四
代
の
間
合
戦
度
し
な
れ
共
具
に
申
す
に
不
遑
略
之

畠
山
大
将
御
代
々

一
代

畠
山
右
衛
門
督
基
國
公

御
先
代
は
河
刕
高
尾
の
御
代
に
あ
れ
ど
も
紀
刕
に
入
り
玉
ふ

第
一
代
と
す



二
代

持
國
公

入
道
し
て
号
徳
本

三
代

政
長
公

二

一

四
代

尚
慶
公

号

ト
山

五
代

義
宜
公

三
ッ
松
殿
ト
云

御
連
枝

○
義
家
公

基
國
の
御
子

○
高
政
公

政
國
公
ノ
御
子

○
昭
宜
公

○
秋
高
公

鳥
屋
城
に
て
出
生

○
尚
長
公

ト
山
の
御
子
也

以
上

基
國
公
御
位
牌

由
良
興
国
寺
ニ
在

秋
高
公
御
位
牌

仙
光
寺
ニ
在

岩
室
に
て

政
國
公
御
位
牌

圓
満
寺
に
在

御
逝
去

尚
長
公
○
種
長
公
号

東
光
院

御
位
牌

善
国
寺
ニ
在

二

一

満
宣
公
民
部
少
輔

御
位
牌

如
意
寺
在

干
時
文
政
十
二
丑
七
月
廿
二
日
書
之

教
極
寺
権
律
師
永
雄



贈

船
坂

善
四
郎

殿

干
時
慶
應
四

七
月
写
之

戊
辰

南
陽
在
田
郡
廣

山
崎

奠
孝

所
持

昭
和
十
五
年
二
月

岩
崎

勝

氏
よ
り
借
り
て
う
つ
す

標
題
な
か
り
し
よ
り
仮
り
に

芝
口

常
楠

｢

紀
州
畠
山
記｣

と
な
す

昭
和
廿
八
年
一
月
十
四
日

芝
口

常
楠
氏
よ
り
借
り
て
う
つ
す

清
水

長
一
郎

『
紀
州
畠
山
記
』
の
写
本
活
字
化
を
終
わ
っ
て



『
紀
州
畠
山
記
』
は
毛
筆
で
書
写
さ
れ
て
い
た
が

割
合
読
み
易
く
解
読
不
明
の
字
は
極
少
な
か

っ
た
。

ま
た
ペ
ー
ジ
数
も
原
本
で
は
四
十
頁
あ
っ
た
が

十
四
ポ
イ
ン
ト
で
活
字
化
し
て
も
十
二

頁
で
済
ん
だ
。

活
字
化
に
あ
た
り
何
処
か
で
既
に
活
字
化
さ
れ
て
い
な
い
か

ま
た
最
近
の
市
町
村
市
史
（
誌
）
に

引
用
さ
れ
て
い
な
い
か
図
書
館
や
ネ
ッ
ト
で
調
べ
る
と

西
牟
婁
の
人
宇
井
縫
蔵
氏
が
昭
和
十
七
（
一

九
四
二
）
年
に
謄
写
版
印
刷
で
二
十
部
出
版
し
た
『
續
南
紀
史
叢
考
』
第
六
集
に
あ
る
こ
と
が
判
っ

た
。

父
の
写
本
も
註
釈
に
宇
井
と
あ
る
こ
と
か
ら

芝
口
先
生
は
宇
井
氏
の
『
續
南
紀
史
叢
考
』

を
写
し

夫
れ
を
父
が
写
し
た
も
の
ら
し
い

此
の
本
は
県
立
図
書
館
に
禁
帯
で
保
管
さ
れ
て
い

る
。

『
広
川
町
誌
』
上
巻
中
世
史
に
は
教
徳
寺
権
津
師
永
雄
作｢

高
城
築
城
記｣

文
政
十
二
年
と
し

て
引
用
さ
れ
て
い
る
。

平
成
十
九
（
二
〇
〇
七
）
年
三
月
五
日

清
水

章
博


